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日曜日
朝一

圃橋爪大三郎・

ア
ブ
ラ
ハ
ム
か
ら
現
代
ま
で
約

四
千
年
の
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
歴
史

を
概
観
す
る
。
ユ
ダ
ヤ
人
が
ま
と

ま
っ
て
住
ん
で
お
ら
ず
、
ユ
ダ
ヤ

教
に
無
知
な
の
は
先
進
国
で
日
本

だ
け
。
妙
な
陰
謀
説
の
本
よ
り
、

本
書
そ
ま
ず
読
む
べ
き
で
あ
る
。

上
巻
の
前
半
、
古
代
ユ
ダ
ヤ
教

の
部
分
が
鍵
で
あ
る
。
欧
米
人
と

違
っ
て
聖
書
、
特
に
モ
l
ゼ
五
書

A

旧
約
聖
書
冒
頭
の
五
害
)
そ
読

み
つ
け
な
い
日
本
人
に
は
、
と
つ

つ
き
が
悪
い
か
も
し
れ
な
い
。
異

民
族
と
の
紛
争
や
パ
ピ
ロ
ン
捕
図
、

の
苦
し
み
の
中
か
ら
、
ユ
ダ
ヤ
教

の
律
法
(
安
息
日
や
食
物
規
制
)

が
成
立
し
た
。
神
と
の
契
約
、
預

言
者
、
救
済
な
ど
の
考
え
方
は
、

キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
に
も

『ユダヤ人の歴史上・下.!l• 
ポール・ジョンソン著

継
承
さ
れ
る
。
日
本
社
会
と
対
極

的
な
世
界
が
そ
と
に
あ
る
。

続
い
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
差
別
の
歴

史
。
イ
エ
ス
そ
神
の
子
と
認
め
な

い
ユ
ダ
ヤ
教
徒
は
、

~キ
リ
ス
ト
教

社
会
か
ら
排
除
さ
れ
、
高
利
貸
し

な
ど
の
職
業
に
し
か
っ
け
な
く
な

る
。
『
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
』
の
シ

ャ
イ
ロ
ッ
ク
の
イ
メ
ド
ジ
が
出
来

あ
が
り
、
た
び
た
び
暴
力
に
よ
る

迫
害
(
ポ
グ
ロ
ム
)
そ
受
け
た
。

実
際
は
は
、
識
字
率
が
高
く
、
勤

勉
で
、
平
和
な
λ
び
と
で
あ
っ
た

の
に
と
著
者
は
嘆
く
。

本
書
の
焦
点
。
な
ぜ
ナ
チ
ス
に

よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト

(
大
虐
殺
)
が
起
き
た
の
か
?

著
者
は
こ
の
聞
い
に
A
完
全
に
は

判
然
と
し
な
い
V
と
智
え
る
。
第

一
次
大
戦
、
大
恐
慌
「
共
産
主
義

の
脅
成
・
・
・
・
・
・
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ

っ
た
。
人
び
と
は
ヒ
ト
ラ
ー
が
政

権
を
取
っ
て
も
、
昔
な
が
ら
の
ユ

ダ
ヤ
人
差
別
だ
と
甘
く
み
た
。

だ
が
違
っ
た
。
ヒ
ト
ラ
ー
は
差

別
ど
こ
ろ
か
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
そ
地

上
か
ら
抹
殺
す
る
ζ
と
と
そ
自
分

の
使
命
だ
と
異
常
に
も
信
じ
と
ん

だ
。
だ
か
ら
戦
争
を
あ
と
回
し
に

し
て
も
、
ユ
ダ
ヤ
人
そ
絶
糠
収
容

所
に
送
り
続
け
た
。
多
く
の
ド
イ

ツ
市
民
が
協
力
し
、
黙
認
レ
た
。

連
合
国
も
気
づ
い
た
が
、
特
に
手

を
打
た
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事

実
が
戦
後
に
判
明
し
、
キ
リ
ス
ト

教
・
西
欧
世
界
は
、
罪
の
意
識
に

苦
し
ん
で
い
る
と
い
う
。

原
著
の
出
版
は
一
九
八
七
年
。

そ
の
後
冷
戦
が
終
わ
り
、
民
族
紛

争
が
多
発
し
た
。
そ
し
て
コ
ソ
ボ

の
「
民
族
浄
佑
」
。
ナ
チ
ス
の
過

去
そ
忘
れ
る
の
は
早
す
ぎ
る
。
ユ

ダ
ヤ
人
の
歴
史
は
、
彼
ら
を
迫
害

し
た
人
類
の
過
ち
の
歴
史
で
あ
る

ζ
と
を
、
苦
い
思
い
で
か
み
し
め

る
必
要
が
あ
る
。
(
社
会
学
者
)

四
千
年
を
概
観
す
る
通
史

， 
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本
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と
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目
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四

歳

の

雀

茎

天

公

一
千
プ

い
ち
ど
つ
か
も
し
れ
な
い
。
許
さ
な
い
J
少
詰
の
自
己
中
心

一
間
山
区
一
間
野
め
フ
ィ
ク
シ
位
以
そ
書
一
昨
リ
ベ
¥
‘

人
物
や
筋
の
運
び
部
類
型
的
だ
叶
的
遅
浩
界
は
揺
ら
ぐ
川
、そ
し
℃

f
i
f
¥

汀
1
J

古寺た
0
6

舞
台
は
横
眠
気
、羽

ン

村
泰
き
こ
か
ま
と
ま
り
長
悩
のf
持

二

入

と

護

憲

一

旬、
包
年
の
家
庭
は
裕
福
だ
が
母
親
シ

‘
J

が
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
本

い
る
に
は
、
警
引
き
受
け
自
首

i
p
v，陪
離
婚
同
然
で
不
在
、
腕
も
高
ケ
著
書
が
読
ま
せ
る
の
は
、
十
四
歳
イ
す
る
し
か
な
い
と
悟
る
の
だ
。

品

、

化

校

区

通

わ

蓬

ぴ

，歩
え
な
ど
崩
ラ

里

山
の
少
年
が
平
等
人
そ
殺
す
な
汎
わ
た
し
を
信
じ
て
。
な
に

〉
壊
し
て
い
る
。
孤
独
多
露
、

:ド
美
ん
で
パ
心
の
中
は
ど
う
努
て
ふ
宰
じ
な
肘
れ
ば
妻
、一てい

G
sパチ
ン
コ
庖

f
f主
経
営
ル
柳
い
る
の
だ
ろ
う
色
い
ろ
ん
ぴ
と
，ぺ
財
な
い
V
ど

迫

暴

走

汁
少

l
」
了

ず
る

7
Jマ
ン
な
念
親
在
日
衝
突
一¥
一

γ

の
-
疑
問
陪
J-E
面
か
ら
答
え
よ
ト一
年
は
主

hlt?っ
A
あ
あ
あ
'
ん

、

陸ぬ•• 
し
て
、
衝
動
的
に
殺
昌
司
机
束
ゴ

・J
る
と
を

P
る
か
ら
だ

~引

ん
し
る
あ
あ
あ
た
し
る

叶

』
回
m
m
J

を
季
広
つ
か
の
間
の
全
能
感
k
l
j

hJr

い
く
つ
恥
仰
の
夢
の
描
写
一
か
到

・よ
V

と
答
だ
る
。
、捨
て
身
で
時

A
q
浸
る
が
1

次
第
に
追
い
つ
め
zb

r

J
J
し
.
‘
:
巣
喫
お
石
fj
h

植
の
え
か
い
苧
代
に
立
ち
向
か
っ
た
著
者
の
営

ぺ

れ
、
つ
い
に
は
雰
意
識
に
目
4

1

1

J

の
聞
に
か
一夢
む
な
か
広
入
り
込
J

為
が
到
達
足
感
動
的
な
結
」

「

覚
め
る
ま
で
が
摘
か
れ
る
ル

け

み、
~獲
の
恐
れ
や
願
望
六
宅
前
る
。
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基
本
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じ
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か
り
ゆ
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旬
宮
山
川
。
大
企
業
に
就
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繋

船

閣

甥

議

過
聞
と
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解
で
き
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で
ち
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か
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弱
者
主
く
一
理
解
し
、
賢
明
な
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手
配
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送
る
4

う
V
と
の
ベ
る
中
谷
J

戸
ド
ソ
一
了
重
役
就
任
を
め
三

:

~
六

責
佳
あ
る
市
民
と
わ

τ新
た
子
教
授
自
ら
、
乙
う
じ
た
生
き
方

ふ
ん
渦
中
の
人
、
中
谷
巌
一・
一
橋
大

d

、
J

日
本
社
会
を
築
い
て
ほ
U
い
と
そ
実
践
し
て
い
る
。
細
川
、

kut

h
件
、
教
授
の
書
き
下
ろ
し
で
あ
る
。

・.

e

い
う
願
い
P

で
あ
る
一9
1

』
ぺ
澗
内
閣
の
ア
R
パ
J
q
ザ
ー
を
つ
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一品
4
l
u
o
‘
読
者
は
A
申
学
生
同
以
上
V

ど

J

-

箸
品
官
民
よ
れ
ほ
、
戦
後
日
本
一J
と
酒
、
今
回
は
民
間
企
業
の
取

口
H
j
、
、
あ
る
と
お
り
w

確
か
に
読
み
や
ト

』

パ

は
い
び
?
熔
英
軍
を
色
げ
て
き

戸締
役
伝
説
任
が
内
定
0

・す
る
と

H
H一
す
い
。
経
済
学
の
エ
ッ
セ
ン
ス
学

いた
一-Qh
マ
ゲ
ケ
ド
の
利
宗
十
人
事
院
が
ら
L

国
立
大
教
授
の

ト
3
7

a在
、
、
警
護
わ
ず
、
的
確
に
済
箸
金
掛
か
詫
ず
、
不
必
要
な
戸

、兼
業
は
認
め
ら
れ
な
い
と
横
や

吋
ワ
論
じ
て
あ
る
9

高
校
は
も
ち
ろ
経
巌
規
制
率
獣
な
政
府
支
向
か
多
り
が
入
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
な
ら

一
下
S

ん
、
大
学
の
テ
キ
ス
ト
と
七
て
!
谷
す
ぎ
る
。
政
・
一官
・
業
の
『
鉄

『
当
た
り
前
の
と
と
が
、
日
窓
で

・

「

一

死

立
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に

通

用

す

る

。

快

句
中
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宮高一
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」
が
幅
を
き
か
せ
、

一は
不
可
能
な
の
だ
。

白
J

マ
ン
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が
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ま
っ
ぞ
い
る
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済
の
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佐
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れ
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れ
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る
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う
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。
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取
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。
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人
(
特
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が
(
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工
大
教
捜
・
社
会
学
者
)
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1. 守 ヤJ痛快!低音学』は 一
i保社発売;自6F・1..，700円) 戸
十 8月10自発売、 5刷10万部。l 編集部
↓に届いたはがきによると、読者は10-
80代とかなり幅広い。担当編集者は 1
r経済が複雑化ずるー方で不況が続
l き、勉強じてみよさうという気分が盛り
|上がっているのではJと話しているp
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観
的
誤
躍
が
何
故
、
紙
面
土
に
記
載
さ
れ
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に
至
っ
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の
か
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御
調
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、
御
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れ
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幸
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で
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と
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体
的
に
誤

謬
箇
所
を
配
し
て
再
送
S

K
L
M
九
.

t

9
月
初
日
〈
月
V
4

w簸
乙
矢
来
町
の
新
潮
社
宅
パ
ソ
コ
ジ

の
権
威
1
民
.
彼
女
の
友
達
が
送
信
の
up
--

l
ル
に
ウ
ィ
ル
ス
「
H
a
p
p
y卯
」
添
付

フ
ァ
イ
ル
・
知
ら
ず
に
聞
い
た
W
嬢
が
直

後
、
僕
に
送
信
の
メ
l
ル
に
も
自
動
添
付
.

発
信
人
が
被
女
故
、
フ
ァ
イ
ル
名
を
確
認

せ
ぬ
ま
ま
、
即
座
に
開
封
し
た
僕
も
感
染
.

小
ま
め
に
ノ
l
b
ン
・
ド
タ
タ
1
で
診
療

し
て
い
た
僕
の
パ
ソ
コ
ン
は
程
な
く
，
快

復
'
す
る
も
彼
女
の
パ
ソ
コ
ン
は
重
症
・

T
B
S
の
後
、
六
本
木
に
位
置
す
る
た

つ
の
落
と
し
予
.
三
枝
成
彩
氏
、
石
井
苗

子
女
史
ー
と
摩
詞
不
思
議
な
組
み
合
わ
せ
・
'

残
念
な
が
ら
、
「
噂
の
真
相
」
に
相
応
し

き
情
報
は
得
ら
れ
ず
.
・朝
ま
で
原
稿
.
こ

-
の
目
、
夕
刻
日
「
朝
日
」

Y
嬢
か
ら
メ
ー

ル
.
日
く
、
橋
爪
大
三
郎
氏
と
連
絡
は
朱

だ
付
か
ざ
る
も
、
誤
認
を
チ
ェ
ッ
ク
出
来

な
か
っ
た
当
方
の
ミ
ス
故
、
次
回
の
同
じ

欄
で
訂
正
文
を
掲
載
致
し
た
く
、
と
。
当

方
、
以
下
の
文
面
の
メ
l
ル
を
明
け
方
に

送
信
し
、

O
N
後
、
就
寝
・
t

メ
l
ル
を
拝
受
し
ま
し
た
。
如
何
な
る

経
樟
で
、
斯
く
な
る
誤
謬
が
紙
面
上
民
生

じ
た
の
か
、
先
ず
は
御
説
明
掛
戴
け
れ
ば
、
と

考
え
て
い
ま
す
。
誤
解
無
き
様
、
予
め
申
b

埼
玉
県
川
口
市
の
峯
徳
学
園
理
事
長
一

添
え
ま
す
が
、
会
て
の
買
を
隈
無
く
院
7

社
内
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
も
、
「
東
京
生
ま

す
る
営
為
が
、
嘗
評
を
行
う
人
物
に
は
最
れ
」
と
明
記
さ
れ
た
る
客
観
的
事
実
に
も

低
限
課
せ
ら
れ
て
い
る
、
と
い
。
だ
旧
来
。

拘
ら
ず
、
編
集
担
当
者
及
び
校
閲
担
当
者

的
見
解
に
は
、
必
ず
し
も
小
生
は
与
し
ま
の
何
れ
も
が
確
認
を
怠
っ
た
、
若
し
く
は

.

せ
ん
・
嘗
て
「
文
書
昆
上
に
於
い
て
2
年
誤
醗
し
た
事
実
は
、
却
年
近
き
年
月
に
亘

問
に
亙
っ
て
担
当
致

ιま
し
た
文
芸
時
跨
っ
て
表
現
と
い
う
現
場
に
身
を
置
い
て
き

に
、
「
読
ま
ず
に
悟
る
L
な
る
題
名
を
付
け
た
小
生
に
と
っ
て
、
初
め
て
の
経
験
で
し

ま
し
た
様
に
、
限
無
く
院
ま
ず
と
も
看
破
た
。
紙
面
上
で
訂
正
を
行
な
う
際
の
文
面
J

L
得
る
評
し
手
を
、
文
章
に
て
生
計
を
立

・
を
如
何
に
す
べ
き
か
、
と
先
の
メ
ー
ル
で
J

て
る
向
き
は
常
に
心
組
問
け
る
べ
き
で
す
.
は
御
提
案
鰭
い
て
お
り
ま
す
が
、
小
生
と

其
れ
こ
そ
は
、
小
生
が
繰
り
返
し
提
唱
し
し
て
は
、
官
頭
で
述
べ
ま
し
た
様
に
、
先

て
き
た
「
勘
性
L

で
あ
り
ま
す
.
が
、
他
ず
は
経
緯
の
御
説
明
を
頂
揺
す
る
の
が
順

方
、
小
生
が
神
戸
出
身
で
は
な
い
、
に
も
拘
序
で
は
、
と
愚
考
致
し
ま
す
。
取
り
急
ぎ
.

ら
ず
、
其
処
に
「
日
本
L

が
集
約
さ
れ
て
い

9
月
幻
自
〈
火
》

る
、
と
考
え
れ
ば
こ
そ
、
積
田
氏
'$
小
生
夕
刻
、
神
宮
前
に
本
社
を
移
転
の
ダ
イ

も
、
可
成
り
の
買
を
寸
憂
国
呆
酸
」
に
於
い
ヤ
モ
ン
ド
社
。
「
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」

て
割
い
て
い
る
訳
で
す
・
そ
の
意
味
に
於
坪
井
賢
一
編
集
長
、

I
副
編
集
長
、

M

い
て
、
小
生
を
神
戸
出
身
た
れ
ば
こ
そ
、
と
民
・
大
前
@
W
O
R
K
で
C
S
放
送
「
ピ

記
し
た
評
仁
手
は
、
今
回
の
浅
田
氏
と
の
.

ジ
ネ
ス
・
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
l
h
，
畏
兄
'

共
著
の
意
味
を
、
大
本
の
部
分
に
於
い
て
宮
崎
学
民
に
御
出
演
願
い
、
日
没
す
る
国

捉
え
切
れ
ぬ
俊
、
書
評
と
い
う
作
文
を
若
の
警
察
の
退
廃
に
関
し
て
思
偉
無
き
見
解

し
ゃ
行
わ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
・と
を
開
陳
織
き
、
大
い
に
盛
り
上
が
る
。

の
疑
念
を
拭
い
去
れ
ま
せ
ん
.
そ
の
疑
念

Y
嬢
よ
り
メ
l
ル
。
神
戸
近
辺
に
住
ん

は
、
拙
著
〈
共
著
〉
で
の
発
言
内
容
は
共
に
で
い
た
、
と
小
生
が
以
前
に
エ
ッ
セ
イ
で

「
個
人
攻
撃
」
が
過
ぎ
る
、
と
捉
え
る
最
後
述
べ
て
い
た
記
憶
が
評
者
に
は
有
り
、
更

段
の
論
旨
展
開
に
於
い
て
も
窺
え
は
し
ま
に
、
僕
も
神
戸
生
ま
れ
だ
か
ら
、
と
の
読

す
ま
い
か
。
無
歯
、
こ
の
点
は
「
主
観
」
に
田
氏
の
発
言
か
ら
、
誤
っ
た
情
報
を
推
論

属
す
る
領
域
で
す
か
ら
、
歌
え
て
は
今
回
、
し
た
、
と
の
橋
爪
氏
の
弁
明
を
紹
介
の

論
及
は
致
し
ま
せ
ん
.
話
を
寸
神
戸
出
身
」
後
、
神
戸
の
地
で
学
生
時
代
を
過
ご
し
た

に
戻
せ
ば
、
「
知
恵
蔵
」
「
朝
日
年
鑑
」
が
故
に
震
災
後
の
小
生
の
活
動
に
声
援
を

「
人
事
興
信
録
」
更
に
は
、
朝
日
新
聞
社
の
密
か
に
送
っ
た
彼
女
自
身
に
も
、
小
生
は

族
の
不
正
疑
惑
る
告
発
す
る
学
内
の
動
き
が

依
然
と
し
て
風
邪
気
味
な
る
も
、
外
資

系
航
空
会
社
勤
務
の
N
嬢
と
な
か
国
.
パバ

l
ク
ハ
河
V
ヲ
ト
東
京
.
P
Gぽ

"

9
月
四
日

(
B
Vに
♂
一
円
前
立
%
J
HH

浅
田
彰
氏
と
の
対
談
集
・「
憂
国
呆
降
ら

を、

一畏
ぐ
も
「
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
快
続
」
掴

で
「
朝
日
」
続
書
面
が
紹
介
。
評
者
た
る

橋
爪
大
三
郎
氏
の
署
名
原
稿
中
、
田
中
康

夫
は
「
神
戸
生
ま
れ
」
、
な
る
箇
所
を
発

見
ρ

当
の
本
人
も
頓
と
把
握
せ
ざ
る
新
事

実
の
「
真
偽
」
を
照
会
す
ペ
〈
、
ホ
l
A

J
K
l
ジ・「
g
E
E
-
g
B
L
に
E
・メ
ー
ル
栓

打
つ
。
本
日
付
東
京
本
社
発
行
版
第
U
面

掲
績
の
バ
「
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
快
眠
」
と
題

す
る
署
名
原
稿
中
に
、
看
過
し
得
ぬ
客
観

的
誤
謬
が
存
在
す
る
の
で
は
、
と
憂
慮
b

ま
す
。
担
当
記
者
の
方
か
ら
可
及
的
速
や

か
に
下
記
ま
で
御
連
絡
を
頂
眠
致
し
た
〈

思
い
ま
す
、
と
の
.

つ

7
1

池
袋
の
プ
リ
ッ
ク
で
タ
イ
料
理
・
有
楽

町
の
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ

1
マ
シ
1
・
自
宅

で
原
稿
。

M
嬢
に
電
話
す
る
も
反
応
鈍

し
。
聞
け
ば
、
複
数
恋
愛
に
花
を
咲
か
せ

る
8
月
日
日
登
場
の
I
嬢
か
ら
、
彼
の
本

命
は
W
嬢
よ
‘
と
羽
田
で
の
ラ
ウ
ン
ジ
業

務
中
に
吹
き
込
ま
れ
た
ら
し
く
、
人
間
不

信
だ
わ
、
と
最
後
通
牒
を
受
け
る
。
好
事

魔
多
し
、
否
、
身
か
ら
出
た
舗
。
「
ベ
ス
'

ト
セ
ラ
l
快
醗
」
担
当
Y
嬢
よ
り
早
々
に

返
信
。
幸
か
不
幸
か
、
小
生
は
寸
神
戸
生

ま
れ
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
斯
く
な
る
客
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神
戸
出
身
と
の
記
憶
が
宥
り
、
神
戸
出
身

で
な
い
事
の
意
味
に
思
い
至
ら
ず
惰
憐
に

・

縫
え
な
い
、
と
の
・

9
月
包
白
(
水
v
・7
:
・

メ
ー
ル
を
拝
読
し
ま
し
た
・
誤
解
無
き

様
、
改
め
て
申
し
添
え
ま
す
が
、
小
生

は、
'紙
面
上
で
の
訂
正
の
掲
載
を
闇
雲
に

求
め
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
J

人

問
、
誰
し
も
過
ち
を
、
時
と
し
て
犯
す
も
の

だ
か
ら
で
す
・
加
え
て
、
貸
女
の
小
生
に
対

す
る
情
念
的
感
懐
の
表
明
を
求
め
て
い
る

訳
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
他
方
、
過
ち
を
犯
さ

な
い
為
の
寸
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
を
如
何
に

機
能
さ
せ
る
か
、
は
私
た
ち
社
会
全
体
に

探
せ
ら
れ
た
問
題
で
ゐ
あ
り
ま
す
が
.
小

生
が
繰
り
返
し
御
照
会
申
し
上
げ
て
・い
る

の
は
バ
表
現
と
い
・
つ
現
場
に
携
わ
る
筆
者

も
貸
女
も
何
故
、
飽
く
迄
も
寸
記
憶
」
で

ι

か
な
か
っ
た
事
柄
が
事
実
か
否
か
、
を
確

認
せ
ぬ
値
、
活
字
と
す
る
判
断
を
下
し
た

の
か
、
と
い
う
過
程
に
関
L
て
な
の
で
す
・

「
僕
也
神
戸
生
ま
れ
L

な
る
浅
田
氏
の
発

言
は
、
聴
衆
に
向
け
て
の
「
慢
も
と
で

あ
り
、
小
生
に
向
け
て
の
「
僕
『
も

E
-で

は
な
い
事
は
、
少
な
く
と
も
日
本
語
が
判

続
可
能
な
臨
み
手
で
あ
っ
た
な
ら
、
そ
の

回
が
神
戸
市
内
で
行
な
わ
れ
た
公
開
対
践

で
あ
る
事
か
ら
も
明
ら
か
な
筈
で
す
・
@

何
故
、
斯
く
な
る
誤
読
を
碩
学
た
る
構
爪

.

大
三
郎
氏
は
犯
し
た
の
か
。
@
何
故
、
「
記

憶
」
に
頼
っ
て
物
し
た
箇
所
に
関
し
て
、

改
め
て
の
入
稿
前
の
確
認
を
編
集
担
当
者

に
対
し
て
彼
は
依
頼
し
な
か
っ
た
の
か
け

①
何
故
、
編
集
担
当
者
に
と
っ
て
も
寸
記
憶
L

受
け
た
可
神
戸
出
身
」
な
る
記
号
を
、
或

で
し
か
な
か
っ
た
箇
所
の
改
め
て
の
確
認
い
は
小
生
は
今
後
、
寸
知
恵
蔵
三
朝
日
年

を
貴
女
は
行
な
わ
な
か
っ
た
の
か
。
@
何
鑑
μ

寸
朝
日
新
聞
社
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
を

故
、
編
集
担
当
デ
ス
ク
、
校
閲
担
当
者
、
-編
始
め
と
す
る
各
種
の
人
物
録
に
於
い
て
も

集
校
了
責
任
者
は
、
筆
者
に
と
づ
て
も
担
記
載
を
求
め
る
べ
き
か
と
愚
考
し
て
お
り

当
編
集
者
に
と
っ
て
も
「
記
憶
」
で
し
か
な
ま
す
J
』
の
点
に
関
し
て
も
、
評
者
及
び
学

か
っ
た
箇
所
の
改
め
て
の
確
認
を
行
わ
な
芸
部
責
任
者
か
ら
御
示
唆
蹴
け
れ
ぽ
幸
甚

か
っ
た
の
か
.
以
上
の
4
点
に
関
す
る
経

‘

で
す
.
と
ま
れ
、
紙
面
上
で
の
訂
正
掲
議

緯
の
御
説
明
を
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。
言
云
々
に
関

t
て
は
、
経
緯
を
御
説
明
蝿
い

わ
ず
も
が
な
で
は
あ
り
ま
す
が
、
筆
者
及
た
後
の
問
題
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
.

び
担
当
編
集
者
が
「
記
憶
』
に
過
ぎ
ぬ
と
ゆ

文
、
訂
正
掲
載
自
体
を
要
求
若
し
く
は
希
'

仮
令
、
入
稿
時
に
'申
し
出
な
く

E
も
、
民
望
す
る
訳
で
は
必
ず
し
も
な
い
事
を
、
併

名
・
年
齢
に
代
表
さ
れ
る
名
称
・
数
値
等
せ
て
、
評
者
が
忌
み
嫌
う
ら
し
き
寸
個
人
攻

の
客
観
的
表
現
の
正
否
確
認
を
行
な
う
の
撃
』
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
編
集
担
当
者
の
貴
女
の

は
、
校
正
・
枝
問
担
当
者
に
課
せ
ら
れ
た
み
を
徒
に
責
め
立
て
て
い
る
訳
で
は
な
い

最
低
限
の
慎
み
で
は
あ
り
ま
し
ょ
う
・
小
事
を
、
最
後
に
改
め
て
明
記
致
し
ま
す
・

生
と
同
じ
く
、
恐
ら
く
は
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
フ
以
上
の
文
面
の
メ

1
ル
を
午
後
に
送

オ
ン
・
ヴ
ア
ザ
ツ
ゼ
ッ
カ
!
の
歴
史
観
に
信
・
夕
刻
、
寸
朝
日
」

一読
書
面
担
当
四
ノ

組
み
す
る
で
あ
ろ
う
「
朝
日
新
聞
社
』
原
恒
憲
編
集
長
か
ら
、
「
説
書
面
編
集
長
.

が
、
『
.
過
去
』
や
『
.
事
実
」
に
目
を
眠
ら
か
ら
の
お
返
事
で
す
」
と
題
す
る
メ
l
ル

な
い
報
道
を
心
鋳
け
る
為
の
「
プ
ロ
テ
ク
を
受
信
。
目
く
、
評
者
か
ら
受
け
取
っ
た

シ
ョ
ン
L

を
、
編
集
・
校
閲
段
踏
で
如
何
原
稿
は
担
当
編
集
者
が
紙
面
に
組
み
付
け

様
に
機
能
さ
せ
て
い
る
の
か
、
そ
の
具
体
た
後
、
読
書
簡
の
綱
策
部
員
、
編
集
長
、
・

的
事
例
と
し
て
、
今
聞
の
経
緯
を
後
学
の
と
内
部
で
の
確
認
作
業
と
、
校
閲
部
員
に

為
に
も
御
教
示
眠
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
先
よ
る
枝
問
作
業
を
経
る
に
も
拘
ら
す
、
・・

に
小
生
は
筆
者
を
、
碩
学
と
評
価
し
ま
し
「
記
憶
」
「
思
い
込
み
」
等
が
原
因
で
テ
ェ

た
。
複
数
の
編
集
者
か
ら
漏
れ
伝
え
き
く
ッ
ク
機
能
が
作
動
し
な
か
っ
た
事
を
深
〈

所
に
依
れ
ば
、
筆
者
は
自
身
の
氏
名
の
表
・
反
省
し
・、
今
一
度
、
原
点
に
戻
っ
て
基
本

R
ル
ピ
の
置
-
き
場
所
に
至
る
迄
、
原
稿
的
な
確
認
作
業
を
徹
底
さ
せ
・る
、
と
の
.
，

引
き
渡
し
時
に
指
定
な
さ
る
と
か
・
斯
〈
因
み
に
、
編
集
長
は
メ
l
ル
ア
ド
レ
ス
を

も
表
現
に
精
魂
を
込
め
ら
れ
る
碩
学
か
社
内
で
保
有
せ
ぬ
為
、

Y
嬢
の
ア
ド
レ
ス

ら、
。又
、
小
生
が
長
年
に
亘
っ
て
購
読
す
か
ら
発
信
、
と
の
断
り
書
き
が
最
後
に
1

る
新
聞
の
学
芸
部
か
ら
、
新
た
に
認
定
を
「
週
刊
現
代
L

の
「
新
聞
私
評
」
を
脱
稿

¥ 

後、

W
嬢
と
西
麻
布
・
の
ケ
ン
ズ

・
ダ
イ
ニ

ン
グ
。
芝
浦
の
ア
1
ス。

祭
日
前
な
る
も

盛
り
上
が
り
に
欠
け
る
。

P
G
e

9
月
幻
自
(
木
〉

夕
刻
、

W
嬢
と
秋
葉
原
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
ス
に
、
-
民
の
手
に
も
負
え
ぬ
彼
女
の

V
A
I
O
を
持
参
す
る
も
、
他
社
と
は
異

な
り
販
売
庖
経
由
の
修
理
を
受
け
付
け
ぬ

の
が
ソ
ニ
1
の
哲
学
、
と
知
り
困
惑
。
ラ

オ
ツ
ク
ス
等
を
緋
個
。
オ
タ
ク
が
い
っ
ぱ

l
ぃ
ゾ
と
叫
声
を
上
げ
る
W
嬢
に
、
買
う

当
之
も
な
い
の
に
銀
座
で
洋
服
を
眺
め
る

の
と
同
じ
行
動
心
理
が
彼
ら
。

資
女
だ
匂

て
オ
タ
ク
で
L
ょ
、
化
粧
品
の
、
と
諭

す
。
明
け
方
ま
で
原
稿
.

9
月
例
目
〈
金
〉
・

脱
稿
後
、
帝
国
ホ
テ
ル
の
オ
イ
ル
ド
イ

シ
ベ
リ
ア
ル
パ
l
で
人
妻
J
嬢
。
ー
パ
ー
ク

ハ
イ
ア
ッ
ト
東
京
・
ル
ー
ム
サ
1
4ツ
ィ
又

メ-一ュ

l
に
記
載
以
外
の
ワ
イ
ン
を
所
望

す
る
べ
く
、
ジ
ラ
ン
ド
l
ル
の
T
支
配
入

に
電
話
・
ピ
ー
ク
ラ
ウ
ン
ジ
A
支
配
人
と

並
ん
で
「
P
G
日
記
」
・愛
読
者
と
し
て
従

業
員
聞
で
も
知
ら
れ
る
氏
に
抜
栓
後
、
接

続
の
吉
原
ソ
J
ブ
ラ
ン
ド
各
底
ホ
1
ム
ペ

ー
ジ
を
回
覧
L
な
が
ら
ー
ー
と
の
娘
は
育

学
、
立
教
、
早
稲
田
、
法
政
、
慶
慮
、
¥
フ

ェ
リ
ス
、
と
事
情
通
か
ら
入
手
の
，
噌
の
真

・

相
'
情
報
を
伝
授
す
る
と
自
を
白
黒
.
・

毎
回
、
わ
ず
か
数
秒
の
「
寿
命
」
と
か

唱

の
夫
に
不
満
を
託
つ
J
捜
も
昂
奮
。

P

G
.
午
睡
の
後
、

P
G
O
以
前
は
一
回
に

一
度
が
限
度
だ
っ
た
彼
女
も
、
‘
』
回
に
十

~1∞一

数
度
へ
と
突
知
成
長
.
ア
ロ
マ
フ
レ
ス
力
と
科
白
を
変
え
る
。
ま
、
国
境
世
代
面
し
寧
な
書
簡
を
受
け
取
り
ま
し
た
・
お
心
遣
「
一
炊
の
夢
」
の
イ
ラ
ス
ト
を
担
当
の
上
回

で
食
事
の
後
、
幼
児
の
待
つ
自
宅
へ
と
送
た
先
方
の
男
性
客
も
当
方
を
見
て
‘
伺
じ
い
、
恐
縮
し
て
い
ま
す
.

f
.

み
ゆ
き
嬢
の
個
展
。
毎
週
、
遅
筆
の
僕
に
愚

る
J

t

h

J

・1
，
ャ
H
4
1
E
・V
・'

科
白
を
吐
い
て
い
た
や
も
知
れ
な
い
が
.
叩
月
1
B
〈金〉

・
・;

一

-
e

痴
一
つ
三
ぼ
さ
ず
、
辛
抱
強
く
脱
稿
を
待

P9
月
お
臼
(
土
Y
・日・

4~
・1

ヘ一J
U-
-
.

9
月
泊
目
ハ
火
)一一

，
aa
，
L

じ

・
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
さ
く
ら
タ
ワ
つ
編
集
S
嬢
の
辛
苦
を
労
う
べ
く
恵
比
寿

ス
パ
イ
シ
l
ヘ
プ
ン
な
る
新
宿
パ
[
夕
、勺1

上
野
毛
の
7
ン
ク
ル
・
サ
ム
・ズ
・
サ
シ
白

I
J
.1
サ
ー
ビ
ス
が
伝
説
に
変
わ
る
と
き
」
の
ド
ゥ
'
エ
ト
ワ
l
ル
で
フ
ラ
ン
ス
料
理
・

ピ
ル
地
階
の
イ
ン
ド
料
理
庖
で
昼
食
・
原
ド
ウ
め
ツ
チ
・
夜
、
♂
W
嬢
と
南
青
山
に
位

・
の
著
書
で
知
ら
れ
る
ベ
ッ
ツ
ィ
・
サ
ン
ダ

・

叩
月
6
日
ハ
氷
M

一

、

稿
の
後
、
夕
食
を
一
緒
に
摂
る
相
手
を
担
置
す
る
栖
み
京
1
z

，J
J

，.
~
;
γ

.
・
・

1
ス
女
史
と
対
談
。
国
際
文
化
会
館
《
I

国
際
免
許
証
を
取
得
す
る
べ
く
、
鮫
洲

す
べ
く
電
話
す
る
も
先
約
が
、
と
こ
と
Z
H
't

9
月
錦
司
ハ
氷
〉

-EEL
--
¥

-J

H
J〉
の
図
書
室
で
「
週
刊
S
P
A
-」
運
転
免
許
試
験
場
・
南
青
山
の
エ
l
ル
フ

と
く
振
ら
札
、
以
前
か
ら
逢
瀬
を
先
方
が
J

里
で
畳
食
.
深
夜
バ
一
人
で
デ
ニ
ー
ズ
z

原
稿
。
途
中
、
コ
ー
ヒ
ー
シ
司
ツ
プ
で
ラ
ン
ス
で
航
空
券
を
ピ
ッ
ク
デ
ツ
プ
。
自

望
ん
で
い
た
大
学
院
生
I
嬢
と
深
夜
、
南

.

尾
山
台
庖
・
同
年
代
と
思
し
き
女
性
四
人
可
女
性
自
身
」
か
ら
書
籍
に
移
動
し
た
か
宅
で
夕
刻
ま
で
原
稿
・

w嬢
と
レ
ン
タ
カ

青
山
の

A
l
-
-ラ
ジ
寸
2
・
そ
の
後
は
当
組
が
バ
シ
ヤ
十
l
・
ベ
ト
リ
ユ
ス
だ
の
パ

・
つ
て
の
連
載
担
当
N
民
J

初
担
当
し
た
中

l
で
成
因
。
幻
時
日
分
発
エ
ー
ル
フ
ラ
ン

然
、
か
と
思
い
き
や
、
最
初
か
ら
な
・ん

タ

l
ル
・
モ
ン
ラ
ヅ
シ
ェ
だ
め
と
高
額
銘
村
教
夫
氏
の
最
新
刊
を
受
け
取
る
.

も

ス

m便
.

て
、
と
拒
否
さ
れ
る
J

三
鷹
ま
で
素
直
に
酪
稲
萄
酒
の
直
蓄
を
語
り
合
う
隣
席
・
・摩

ど

宇
田
川
町
の
シ
ノ
ワ
・
ワ
イ
ン
愛
好
家
な
お
、

9
月
号
に
て
記
述
の
江
東
区
森

迭
『
届
け
、
.寂
し
く
独
り
寝
グ
-

J

，

荷
不
思
議
な
日
没
す
る
国
九

J

向
け
雑
誌
「
ヴ
ィ
ノ
テ
l
ク
」
有
坂
芙
美
下
に
位
置
す
る
料
理
庖
・
平
和
国
か
ら
、

9
月
部
日
八
日

Y
'c
-J~
三
h
f
a
・f
・

9
月
初
日
〈
木
v

e

子
編
集
長
と
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
シ
ャ
ン
パ
「
自
由
党
と
創
価
学
会
の
ポ
ス
タ
ー
が
仲

休
日
出
勤
中
の
I
民
の
下
を
訪
ね
、
-
司

叩
月
3
日
付
紙
面
で
訂
正
を
掲
殺
し
た
ン
対
談
・
自
宅
に
戻
り
、
原
稿
統
行
・
良
く
貼
ら
れ
た
空
間
な
る
件
に
関
し
て
、

緒
に
外
神
田
に
位
置
す
る
ソ
ニ

1
v
A
1

ぃ
、
と
の
メ

1
2前
日
に
受
信
。
以
下
叩
月
2
B
〈
さ

7

庖
内
に
自
由
党
並
び
に
創
価
学
会
の
ポ
ー

O
セ
ン
タ
!
へ
足
を
運
ぶ
?
め
で
た
く
の
返
信
を
打
つ
.

:
¥
・
6

6

'

勺

元
麻
布
の
メ
ラ
ン
ジ
ュ
で
髪
の
毛
を
カ
タ
l
等
は
一
切
掲
示
し
て
い
な
い
旨
、
抗

，
快
復
'し
、
編
集
部
で
再
イ
シ
ス
)
l
ル
.

.

読
書
面
編
集
長
か
ら
の
メ
l
ル
、
拝
受
ッ
ト
.
T
B
S
・
「
オ
ー
ル
ス
タ
ー
感
謝
議
を
受
け
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
平
和

J¥

9
月
幻
自
(
月
)
j
P
7
f戸
入
・川
お

し
ま
し
た
。
従
前
か
ら
、
お
伝
え
し
て
お
祭
」
。
周
囲
の
参
加
者
の
正
解
に
は
寄
与
園
が
入
居
す
る
ピ
ル
自
体
に
は
自
由
党
の

T
B
s・
い
つ
も
と
同
じ
く
零
時
ニ
よ
l
b

り
ま
し
た
が
、
小
生
と
し
て
は
、
改
め
て
す
る
も
、
自
身
は
絶
不
調
・

'

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
が
有
る
も
、
庖
内
に
は

分
前
に
終
了
後
L
W
嬢
を
ぜ
一
ッ
ク
ア
ッ
の
紙
面
上
で
の
訂
正
を
特
に
は
求
め
ま
せ

‘

‘
叩
月
3
日
ハ
目
〉

・

:
.

・.
0

自
由
党
と
創
価
学
会
の
ポ
ス
タ
ー
は
無

プ
?
西
麻
布
に
位
置
す
る
b
な
る
凡

ν?
-ん
.
ハ
中
略
〉
最
後
に
、
h

と

れ

は

余

分

な

終

日

、

自

宅

で

原

稿

.

ぃ

、
と
判
明
し
ま
し
た
・
創
価
大
学
卒
業

ウ
ン
ジ
。
帰
路
、
池
尻
に
位
置
す
る
築
地
御
節
介
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
メ
1
ル

件

叩

月

4
白

ハ

月

〉

後

に

公

明

党

か

ら

初

当

選

し

、

新

進

党

を

す
し
好
。
閉
庖
間
際
の
底
内
に
は
、
仕
事

.
名
に
於
材
る
「
読
書
面
編
集
長
か
ら
の
お

W
嬢
と
恵
比
寿
の
フ
ミ
l
ズ
・
グ
リ
経
て
現
在
は
自
由
党
に
所
属
、
同
地
域
を

，帰
り
と
思
L
き
風
俗
営
業
嬢
を
両
脇
に
侍
返
事
で
す
」
と
の
言
い
回
し
は
バ
今
後
、
ル
。
ヶ
ピ
ス
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
と
似
た
フ
ュ

l

地
盤
と
す
る
東
祥
三
衆
院
議
員
の
顔
写
真

ら
し
て
脂
下
が
る
男
性
客
が
幾
組
も
・
世
同
様
の
遣
り
取
り
が
生
じ
た
際
に
は
、
誤
ジ
ョ
ン
料
理
を
供
す
る
。
T
B
s
.
原
稿
。
入
り
ポ
ス
タ
ー
の
存
在
を
以
て
早
と
ち
り

直
し
し
な
く
ち
ゃ
、
と
宮
台
真
司
チ
エ

払

解
を
防
ぐ
上
で
も
お
使
い
に
な
ら
な
い
方
叩
月
5
日

(

火

》

し

た

、

可

朝

日

新

聞

」

学

芸

部

及

び

橋

爪

チ
エ
イ
の
知
き
科
白
を
盛
ん
に
繰
り
返
し
が
宜
し
い
の
で
は
、
と
愚
考
し
ま
す
?

・
I
H
-
-
「
N
A
V
I
」
か
ら
「
G
Q
」
大
三
郎
氏
を
出
よ
そ
喰
え
ぬ
、
筆
者
の
失

て
い
だ
W
嬢
、
彼
女
ら
の
会
話
を
聞
い
て
綾
々
、
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
お
許
し
下
に
河
斧
を
移
動
し
て
、
浅
田
彰
氏
と
対
談
.
態
で
す
。
撤
回
・
謝
罪
し
ま
す
。

途
中
か
ら
J

も
お
う
、
世
も
末
で
す
ね
、
さ
い
v
文
、
橋
爪
民
か
ら
も
大
変
に
御
丁
新
潮
社
で
I
氏
J

六
本
木
の
ア
ク
シ
ス
。

'

'

g

札

〈
次
号
つ
づ
く
v

田
村
電
機
の
役
員
ら
が
イ
ン
ド
代
理
底
S
S
Eの
手
数
料
る
横
領
し
採
み
消
し
工
作

. 
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